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心よりご冥福をお祈り申し上げます。
【ご逝去された先生方】（日付順）

享年所属学科・職名氏名

【退職された先生方】
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学生時代にお世話になった先生方の近況（敬称略）
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河村  　久
末永 奈穂子
百瀬  定雄
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教職研究科

教授
教授
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長江  曜子
東原  文子
宮川  三平
井上  文子
北村  世都
佐藤  可奈
進藤  浩子
北村  弘明
森　  直子
内田  美保
小口 多美子
北島  裕子
高橋  大海
郡司  正樹
池内  正幸
大勝  浩司
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教育学部児童学科

心理・福祉学部心理学科
心理福祉学部社会福祉学科
心理福祉学部社会福祉学科
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人間栄養学部人間栄養学科
看護学部看護学科
看護学部看護学科
看護学部看護学科
音楽学部音楽学科
音楽学部音楽学科
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鈴木  由美
武藤  純一
鹿島  房子

保育科
保育科
保育科

教授
教授
准教授

佐藤 七枝
命日/令和7年6月27日
総合文化学科・准教授

（享年72歳）

重嶋 　博

命日/令和7年8月11日

名誉教授
音楽総合学科長・教授

（享年86歳）

直野 　資
命日/令和7年9月15日
音楽文化学科・教授

（享年80歳）

佐藤 可奈
命日/令和7年10月25日
社会福祉学科・准教授

（享年47歳）

逸見 久美
命日/令和7年11月4日
日本文化学科・教授

（享年99歳）

由井 真人
命日/令和7年

総合文化学科・教授
（享年75歳）

海野 正治（濤山）
命日/令和7年11月9日
日本文化学科・教授

（享年81歳）

末永 奈穂子
命日/令和7年6月10日
教職研究科・教授

（享年63歳）

平岡 　忠 名誉教授、SOA校長
児童学科・教授

（享年99歳）命日/令和7年3月10日

●教育支援課より　卒業後の証明書の申し込み方法について ●聖徳大学川並弘昭記念図書館のご案内
●入学センターより　香和会特待制度　大学院進学について等 
●キャリア支援課より　学生の就職支援のご協力のお願い等
●セミナーハウスのご案内

卒業生の皆さまの暮らしと
キャリアをサポートします

聖徳大学・聖徳大学短期大学部を卒業された皆さま
のライフステージに寄り添い、安心で快適な毎日を
バックアップいたします。

◆キャリア支援（再就職・転職）
　・お一人おひとりに寄り添った丁寧な就職相談
　・ご希望に合わせた最適な求人情報のご紹介

◆保険のご案内（卒業生限定割引）
　・社会人のための傷害総合保険「あんしんパスポート」
　・卒業生限定の「団体割引価格」でご案内

◆パソコン特別販売
　・ビジネスや日々の生活に役立つ高性能PC
　・卒業生だけの「特別価格」で販売中

学校法人東京聖徳学園100％出資会社
有限会社セイワコーポレーション
URL：http：//www.seiwaco.co.jp/

【お問い合わせ】問い合わせ先

HPでは、各申込書のダウンロードや、 会報のバックナンバーなどを
掲載しております。右下のQRコードからチェック

■ 香和会事務室：【月～金曜日】10：00～ 16：00
■ メールアドレス：kouwakai@wa.seitoku.ac.jp
■ TEL/FAX（直通）：047ｰ366ｰ5084（FAXは24時間受付）
■ 香 和 会 H P：https://www.seitoku-kouwakai.com

大学からみなさまへ役立つ情報をお届けします。
ホームページに掲載しています ⇒

香和会 創立60周年記念交流会 開催予定

懐かしい仲間たちと
　クラス会をしませんか！？

来年香和会は創立60周年を迎えます！

香和会では、以下の様なサービスを
行っています。ぜひご利用ください！

●会員名簿の管理（住所・氏名などの変更）　●クラス会開催の補助
●Happy Wedding（祝電のサービス・会報にお写真を掲載できます。）
●各行事のご出欠　など

INFORMATION

その他
アフターフォローの聖徳です！！

聖徳大学 香和会の
サービスについて

新卒・学部・院生の卒業生もぜひご参加ください。

総会・交流会へのお申し込みは香和会HP・メール・FAX・
お電話からでも受け付けております。

香和会HP▶

内容

8月30日（日）まで！
お申込みはコチラ▶

令和9年1月31日
詳細はHPで
お知らせします！

各学部学科で同窓会をしています！
ようこそ先輩！

教職

開催しました！
6月13日（土）に

6月13日（土）、教職版「よう
こそ先輩」が開催されまし
た。38名の卒業生が教育現
場の実際を語り、在学生に
教職への思いを伝えました。

幼保

開催しました！
6月28日（日）に

32名の卒業生の方をお迎
えし、グループトークで、就職
先決定のポイントや在学時
の就職活動や現在の仕事の
様子をお話いただきました。

社会福祉学科

産婦人科医
八田真理子先生に聞く！
女性のからだとの
つきあい方

9月6日（日）
14：00～16：30
場所：聖徳大学1号館B1F

1054教室

講師

ジュノ・ヴェスタクリニック八田 院長
千葉県立松戸国際高等学校 学校医
松戸市立栗ヶ沢中学校 学校医

八田真理子先生

令和8年度 卒業研修会

※詳しくはHPでご確認ください。

開催
します！

特設サイトはこちらから▶

変わらぬ絆、未来を拓く

同窓会報
Vol.

47
川並孝子先生自筆
学園創立者のお一人でいらっしゃる
第二代学長・川並孝子先生に
書いていただいたものです。
その美しくも躍動的な文字は、
今なお生き生きと感じられます。

題字について

香和会員のみなさまお元気でしょうか。
　昨年、聖徳大学短期大学部は、昭
和40年に聖徳学園短期大学として松戸
の地に誕生して以来60年。合わせて、
聖徳大学は平成2年に開設以来35周
年を迎えることが出来ました。9月には、
卒業生の皆様をお迎えして学生時代を
振り返りながら、大きく発展した母校を見
ていただく機会として、『集え！10万人の
卒業生』というイベントを行わせていただ
きました。学外研修Ⅱ（北海道研修旅行）

を振り返る部屋では札幌グランドホテルや登別グランドホテルのオリジナ
ルグッズの販売や、普段、学生達が昼食時に利用している学食の他、
週替わりで来校しているキッチンカーの体験等を楽しんでいただきまし
た。また、ギネス世界記録™に挑戦として、旧1号館に飾られていた
利根山光人先生作の壁画「若さ」をペーパーボールで再現する作品
作りに挑戦をしました。この作品は、2ヶ月の歳月をかけ、11月の聖徳
祭に無事にギネス世界記録™の認定を受けることが出来ました。
　本年、聖徳大学グループは創立93周年を迎え、創立100周年まで
7年を数えるまで参りました。幼稚園から大学院、生涯学習センターま
で18の教育機関と12,000名の通学生を抱えるまで成長して参りました。
大学にあっては、6年連続「女性大学実就職率 全国1位」を達成し
ました。建学の精神「和」の心を持った卒業生が、社会に大きく羽
ばたき活躍しています。急激な少子化が進行している中、香和会の
皆様には、母校での教育を思い出していただき、一人でも多くの後輩
が皆様に続いて聖徳大学・聖徳大学短期大学部の門をくぐっていた
だくように後押しをお願いいたします。
　本年の香和会総会では、長い間香和会をリードしてくださいました
長江曜子君から、佐野裕子君に香和会会長がバトンタッチされました。
新しい役員、事務局の体制で来年の香和会創設60周年を迎えます。
新体制のもと、ますますのご発展を名誉学園長 川並知子先生と共に
祈っています。

学園長のご挨拶

名誉会長 川並 弘純
（理事長・学園長・学長）

 

　今年度より、長江曜子前会長からバ
トンを引き継ぎ、香和会会長を務めさ
せていただくこととなりました。聖徳大
学大学院児童学研究科博士前・後期
課程の10回生でございます。大学院で
は、多くの先生方から保育・幼児教育
の本質をご指導いただきました。その
学びは今も私の礎となっており、聖徳

大学は私にとってかけがえのない母校です。このたび会長という大
役を務めさせていただくことを、大変光栄に感じております。
　現在、教員として学生さん方と関わる中で、実習先や職場で活躍
する卒業生に出会う機会があります。先輩が後輩を支え、卒業生
同士がつながりながら成長していく姿を見るたびに、香和会の果た
す役割の大きさを実感しております。
香和会は来年60周年という節目を迎えます。歴史と伝統を大切に
受け継ぎながら卒業生同士のつながりを育み、母校と卒業生を結
ぶ架け橋として、次の世代へその思いをつないでいきたいと考えて
おります。
　母校は卒業して終わる場所ではなく、人生の中で何度でも帰って
こられる場所であってほしいと思います。
　香和会が「変わらぬ絆」を育み、いつまでも母校とのつながり
を感じられる場となり、皆さまと共に「未来を拓く」存在となれる
よう、努めてまいります。

新会長のご挨拶

 

香和会会長
佐野 裕子



　香和会員の皆様、お元気でご活躍のことと存じます。去る５月24日開催の総会にて会長職を退任し、佐野裕子新会長
に会長職を引き継ぐことができました。40年の長きにわたり、聖徳大学川並弘純学長先生や教職員の皆様、会員の皆様、
役員の方々のご理解ご協力をいただき、心から御礼申し上げます。
　聖徳大学第5代香和会長を拝命したのは、昭和60年。昭和・平成・令和の40年間に、会員数は12000名から99537名
と８倍になり、紙のカードからコンピュータ管理に発展。会報も6号から毎年発行。2000年より個人情報保護のため名簿発
行はせず管理充実。30年前支部活動が始まり、現在7支部が活躍。利根山先生の第1号壁画「若さ」保存、生涯学習の
拠点としての10号館建設寄付、香和会50周年記念奨学金制度など卒業生と母校をつなぐ多様な事業を展開。現在「女
子大冬の時代」にあって、母校聖徳の発展に寄与する同窓会の相談役として、これからも「和の精神」で見守り続けます。

長江 曜子
相談役

10万人の卒業生という「財産」

川並　長きに渡って同窓会活動にご尽力
くださった長江君が香和会会長を退任な
さって、佐野君が新しく会長に就任なさ
いました。佐野君は聖徳大学大学院の卒
業生でいらっしゃいますが、10万人いる
卒業生の一人として卒業生同士のつなが
りを感じることはありますか？
佐野　私は保育が専門で、今は大学と大
学院、専門学校で授業を受け持っていま
す。その中で実習訪問指導も行っている
のですが、保育所や幼稚園、こども園な
どの施設に行くと、本当に多くの卒業生
が活躍していることが実感できます。園

長とか主任とか、園を引っ張っていくポジ
ションについている方もたくさんいらっし
ゃいます。その方々が後輩にあたる実習
生の面倒を本当によく見てくださって、卒
業生同士だけではなく卒業生と在学生の
つながりも感じると同時に、大変ありがた
いと思っております。
川並　園長先生も含めて教員がオール聖
徳卒業生、というような幼稚園などもあり
ますからね。「保育の聖徳Ⓡ」として様々
な場所で長年、築いてきた信頼は大きい
と思っています。水戸先生には看護学部
の立ち上げ時から大変にお骨折りいただ
きましたが、私は看護学部の設立に当た
っても、今まで築いてきた「保育の聖徳Ⓡ」

の信頼は役に立つのだなと実感
しました。多くの看護系の学校
が新設するに当たり実習先と教
員の確保に苦労するのですが、
本学に看護学部を作るに当たっ
て聖徳が育てる学生なら大丈夫
と積極的に協力してくださる病院
が多かったので申請に苦労しな
かったのですが、その後認可さ
れたと新聞に載ったらさらに多く
の病院から「実習生を受け入れ
ます」と言ってくださったりしまし

たから。
水戸　立ち上げ時にはたくさんの病院を
お訪ねしたのですが、ある病院の院長先
生に「卒業の時には就職よろしくお願い
します」とお話をしましたら、院長先生
が「聖徳大学で学んだ看護学部の卒業
生なら、ぜひうちに欲しい」とおっしゃっ
たんですよ、まだ卒業生もいないのに。
聖徳の卒業生は非常に礼儀正しい、そう
いう人が医療、看護の中には必要だ、う
ちの病院はそういう人を採用したいってい
うようにおっしゃってくださったんです。
看護は後からできた学部ですけど、その
前の「保育の聖徳Ⓡ」と言われている財
産があったから、そう言っていただけた。
すごく嬉しかったですね。
川並　そう。10万人の卒業生は大学にと
って素晴らしい「財産」なんです。香和
会にはその「財産」を生かす活動をして
ほしいですね。

これからの香和会が目指すもの

佐野　これからの香和会の活動というこ
とに関しては、考えていることが2点ござ
います。まず1点は「挑戦」。就職や転
職とか、海外での学びや仕事を始めよう
とか、起業しようとか。人生には挑戦を

香和会が設立されたのは1968年のこと。当時の卒業生は約5000名でした。現在、聖徳大学大学院・聖徳大学・
聖徳大学短期大学部の卒業生はまもなく10万人を超えようとしています。約10万人の卒業生と在学生をつなぎ、そ
の活躍をより一層、後押しするために、もっと香和会にできることはないか──。来年の設立60周年を控えた香
和会の「これから」を、新会長と共に考えてみました。

する機会がたくさんあると思うんですけれ
ど、そんな時に香和会が10万人の卒業生
の情報窓口になり、挑戦を応援したいと
思っています。もう1点は「女性のライフ
ステージ」を応援するバックボーンになり
たい。子育てに疲れた時や悩んだ時とか、
子育てと仕事を両立したいとか、介護と
か。ライフステージで悩んだり、行き詰ま
った時に頼れる先輩、そして本学にはプ
ロフェッショナルの先生方がたくさんおら
れますので、その先生方の力をお借りし
て頼れる大学になりたいと考えています。
その頼れる先輩、頼れる大学とのパイプ
役として人生の安心を後押しする、ライフ
ステージを支える。香和会ではそうした
活動をしたいなと思っております。
水戸　それはいいですね。私は学長補佐
として女性活躍担当をしていることもあ
り、卒業生のライフステージを支える必
要性は強く感じています。聖徳は教育と
保育、医療・看護・福祉、人間栄養とい
うライフステージを支える分野のプロフェ
ッショナルを多く輩出してるので、こうし
たリソースを生かした形で、ぜひ同窓会
でいろんな試みをしていただけるといいん
じゃないかなって思います。私は医療の
現場で、看護職の人からお子さんに関す
る困りごと相談を受けることがあるのです
が、保育や児童教育は専門ではないので、
ここの大学で見聞きしたこととか、自分の
今までの経験とかお話をするしかできな
いんですけども、聖徳には10万人の財産
があるわけです。それを活用しない手は
ないですよね。例えば保育をやっていた
人が、ここで看護の卒業生と一緒に相談
窓口を開設するとか。社会福祉、音楽、
もう本当にいろいろな分野のプロフェッシ
ョナルの方 を々輩出してますので、例えば
看護の分野の方がリーダーになって何か
発信した時に、保育や音楽などでそのテ

ーマに興味を持った方がい
たら一緒にやっていくとか。
ネットワークをしっかり構築
して、そしてこのネットワー
クを広げ、ちょっとコミュニ
ティみたいなのを作ってい
く。そこに在学生もからん
でいく。もっと同窓会と大
学が一緒になっていろんな
ことができるんじゃないか
と思いますし、その活動を
通して女性が活躍できる大
学というところをもっとPRできるんじゃな
いでしょうか。
佐野　そのパイプ役になれたらいいなと
思っております。

卒業生にも、
より広く開放された学校へ

川並　先ほども言いましたが、本学には
その道のプロフェッショナルとして広く長く
活躍している卒業生が数多くいます。本
学で身につけている学力やスキルというの
は、単に就職するためのものではなく、
時代が変わってもそのまま使える一生も
のの力です。でも、そういった力を持っ
た人たちを、残念ながら香和会が今まで
集約しきれていなかったと思うんですよ。
だから学校で研修会をやろうという話に
結びつかないこともあるし、卒業生が正
門まで来たんだけど、正門から中を見て
懐かしいと思っても中に入る勇気がなくて
帰っちゃったという話も聞きます。これか
らの時代、リカレント教育はより一層、大
切になっていくと思います。だからこそ、
本学で学んだ能力をもう一度学び直せる
場にしたいと思っています。卒業生にもよ
り広く開かれた場にしていきたい。それは
私たちだけではできないので、香和会に
はそういったネットワーク作りを通して建

学の精神「和」の心を広げていっていた
だきたいと思っています。
佐野　リカレント教育、学び直しというと
ころでいえば、例えばお孫さんがいる方
たちでも「面白そうなテーマの企画があ
るみたいだから行かない？」というような
気軽さで来ていただければいいですよね。
水戸　もう少し本格的に学び直したい、
例えば保育で卒業したけれど看護も学び
たい、というようなことがあったら科目履
修生とか聴講生とかの制度もありますか
ら、どんどん利用していただければと思
います。
川並　「卒業生です」と言ってくれれば学
内に入れますから、まずは気軽に来てい
ただきたいですね。その節には香和会の
事務室に第一報を入れていただければ大
丈夫です。
水戸　卒業生の絆を深め、在学生や大
学にも刺激を与える。そんな香和会であ
ってほしいと思います。
川並　会長が新しくなり、執行部にも新
しい人が入ってくれたので、香和会の過
去の流れに縛られないで、新しい風をど
んどん吹かせていただけたらありがたい
なと思います。
佐野　はい、皆さんのご期待に添えるよ
う、頑張ります。

Seitoku特別
座談会

「和の精神」で40年、そして未来へ

香和会の

新たな挑戦

人をつなぎ、支える

水戸 美津子先生
学長補佐

（女性活躍担当）・
看護学研究科長・
看護学部長

佐野 裕子先生
香和会会長

川並 弘純先生
名誉会長・理事長・
学園長・学長
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　香和会員の皆様、お元気でご活躍のことと存じます。去る５月24日開催の総会にて会長職を退任し、佐野裕子新会長
に会長職を引き継ぐことができました。40年の長きにわたり、聖徳大学川並弘純学長先生や教職員の皆様、会員の皆様、
役員の方々のご理解ご協力をいただき、心から御礼申し上げます。
　聖徳大学第5代香和会長を拝命したのは、昭和60年。昭和・平成・令和の40年間に、会員数は12000名から99537名
と８倍になり、紙のカードからコンピュータ管理に発展。会報も6号から毎年発行。2000年より個人情報保護のため名簿発
行はせず管理充実。30年前支部活動が始まり、現在7支部が活躍。利根山先生の第1号壁画「若さ」保存、生涯学習の
拠点としての10号館建設寄付、香和会50周年記念奨学金制度など卒業生と母校をつなぐ多様な事業を展開。現在「女
子大冬の時代」にあって、母校聖徳の発展に寄与する同窓会の相談役として、これからも「和の精神」で見守り続けます。

長江 曜子
相談役

10万人の卒業生という「財産」

川並　長きに渡って同窓会活動にご尽力
くださった長江君が香和会会長を退任な
さって、佐野君が新しく会長に就任なさ
いました。佐野君は聖徳大学大学院の卒
業生でいらっしゃいますが、10万人いる
卒業生の一人として卒業生同士のつなが
りを感じることはありますか？
佐野　私は保育が専門で、今は大学と大
学院、専門学校で授業を受け持っていま
す。その中で実習訪問指導も行っている
のですが、保育所や幼稚園、こども園な
どの施設に行くと、本当に多くの卒業生
が活躍していることが実感できます。園

長とか主任とか、園を引っ張っていくポジ
ションについている方もたくさんいらっし
ゃいます。その方々が後輩にあたる実習
生の面倒を本当によく見てくださって、卒
業生同士だけではなく卒業生と在学生の
つながりも感じると同時に、大変ありがた
いと思っております。
川並　園長先生も含めて教員がオール聖
徳卒業生、というような幼稚園などもあり
ますからね。「保育の聖徳Ⓡ」として様々
な場所で長年、築いてきた信頼は大きい
と思っています。水戸先生には看護学部
の立ち上げ時から大変にお骨折りいただ
きましたが、私は看護学部の設立に当た
っても、今まで築いてきた「保育の聖徳Ⓡ」

の信頼は役に立つのだなと実感
しました。多くの看護系の学校
が新設するに当たり実習先と教
員の確保に苦労するのですが、
本学に看護学部を作るに当たっ
て聖徳が育てる学生なら大丈夫
と積極的に協力してくださる病院
が多かったので申請に苦労しな
かったのですが、その後認可さ
れたと新聞に載ったらさらに多く
の病院から「実習生を受け入れ
ます」と言ってくださったりしまし

たから。
水戸　立ち上げ時にはたくさんの病院を
お訪ねしたのですが、ある病院の院長先
生に「卒業の時には就職よろしくお願い
します」とお話をしましたら、院長先生
が「聖徳大学で学んだ看護学部の卒業
生なら、ぜひうちに欲しい」とおっしゃっ
たんですよ、まだ卒業生もいないのに。
聖徳の卒業生は非常に礼儀正しい、そう
いう人が医療、看護の中には必要だ、う
ちの病院はそういう人を採用したいってい
うようにおっしゃってくださったんです。
看護は後からできた学部ですけど、その
前の「保育の聖徳Ⓡ」と言われている財
産があったから、そう言っていただけた。
すごく嬉しかったですね。
川並　そう。10万人の卒業生は大学にと
って素晴らしい「財産」なんです。香和
会にはその「財産」を生かす活動をして
ほしいですね。

これからの香和会が目指すもの

佐野　これからの香和会の活動というこ
とに関しては、考えていることが2点ござ
います。まず1点は「挑戦」。就職や転
職とか、海外での学びや仕事を始めよう
とか、起業しようとか。人生には挑戦を

香和会が設立されたのは1968年のこと。当時の卒業生は約5000名でした。現在、聖徳大学大学院・聖徳大学・
聖徳大学短期大学部の卒業生はまもなく10万人を超えようとしています。約10万人の卒業生と在学生をつなぎ、そ
の活躍をより一層、後押しするために、もっと香和会にできることはないか──。来年の設立60周年を控えた香
和会の「これから」を、新会長と共に考えてみました。

する機会がたくさんあると思うんですけれ
ど、そんな時に香和会が10万人の卒業生
の情報窓口になり、挑戦を応援したいと
思っています。もう1点は「女性のライフ
ステージ」を応援するバックボーンになり
たい。子育てに疲れた時や悩んだ時とか、
子育てと仕事を両立したいとか、介護と
か。ライフステージで悩んだり、行き詰ま
った時に頼れる先輩、そして本学にはプ
ロフェッショナルの先生方がたくさんおら
れますので、その先生方の力をお借りし
て頼れる大学になりたいと考えています。
その頼れる先輩、頼れる大学とのパイプ
役として人生の安心を後押しする、ライフ
ステージを支える。香和会ではそうした
活動をしたいなと思っております。
水戸　それはいいですね。私は学長補佐
として女性活躍担当をしていることもあ
り、卒業生のライフステージを支える必
要性は強く感じています。聖徳は教育と
保育、医療・看護・福祉、人間栄養とい
うライフステージを支える分野のプロフェ
ッショナルを多く輩出してるので、こうし
たリソースを生かした形で、ぜひ同窓会
でいろんな試みをしていただけるといいん
じゃないかなって思います。私は医療の
現場で、看護職の人からお子さんに関す
る困りごと相談を受けることがあるのです
が、保育や児童教育は専門ではないので、
ここの大学で見聞きしたこととか、自分の
今までの経験とかお話をするしかできな
いんですけども、聖徳には10万人の財産
があるわけです。それを活用しない手は
ないですよね。例えば保育をやっていた
人が、ここで看護の卒業生と一緒に相談
窓口を開設するとか。社会福祉、音楽、
もう本当にいろいろな分野のプロフェッシ
ョナルの方 を々輩出してますので、例えば
看護の分野の方がリーダーになって何か
発信した時に、保育や音楽などでそのテ

ーマに興味を持った方がい
たら一緒にやっていくとか。
ネットワークをしっかり構築
して、そしてこのネットワー
クを広げ、ちょっとコミュニ
ティみたいなのを作ってい
く。そこに在学生もからん
でいく。もっと同窓会と大
学が一緒になっていろんな
ことができるんじゃないか
と思いますし、その活動を
通して女性が活躍できる大
学というところをもっとPRできるんじゃな
いでしょうか。
佐野　そのパイプ役になれたらいいなと
思っております。

卒業生にも、
より広く開放された学校へ

川並　先ほども言いましたが、本学には
その道のプロフェッショナルとして広く長く
活躍している卒業生が数多くいます。本
学で身につけている学力やスキルというの
は、単に就職するためのものではなく、
時代が変わってもそのまま使える一生も
のの力です。でも、そういった力を持っ
た人たちを、残念ながら香和会が今まで
集約しきれていなかったと思うんですよ。
だから学校で研修会をやろうという話に
結びつかないこともあるし、卒業生が正
門まで来たんだけど、正門から中を見て
懐かしいと思っても中に入る勇気がなくて
帰っちゃったという話も聞きます。これか
らの時代、リカレント教育はより一層、大
切になっていくと思います。だからこそ、
本学で学んだ能力をもう一度学び直せる
場にしたいと思っています。卒業生にもよ
り広く開かれた場にしていきたい。それは
私たちだけではできないので、香和会に
はそういったネットワーク作りを通して建

学の精神「和」の心を広げていっていた
だきたいと思っています。
佐野　リカレント教育、学び直しというと
ころでいえば、例えばお孫さんがいる方
たちでも「面白そうなテーマの企画があ
るみたいだから行かない？」というような
気軽さで来ていただければいいですよね。
水戸　もう少し本格的に学び直したい、
例えば保育で卒業したけれど看護も学び
たい、というようなことがあったら科目履
修生とか聴講生とかの制度もありますか
ら、どんどん利用していただければと思
います。
川並　「卒業生です」と言ってくれれば学
内に入れますから、まずは気軽に来てい
ただきたいですね。その節には香和会の
事務室に第一報を入れていただければ大
丈夫です。
水戸　卒業生の絆を深め、在学生や大
学にも刺激を与える。そんな香和会であ
ってほしいと思います。
川並　会長が新しくなり、執行部にも新
しい人が入ってくれたので、香和会の過
去の流れに縛られないで、新しい風をど
んどん吹かせていただけたらありがたい
なと思います。
佐野　はい、皆さんのご期待に添えるよ
う、頑張ります。

Seitoku特別
座談会

「和の精神」で40年、そして未来へ

香和会の
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人をつなぎ、支える

水戸 美津子先生
学長補佐

（女性活躍担当）・
看護学研究科長・
看護学部長

佐野 裕子先生
香和会会長

川並 弘純先生
名誉会長・理事長・
学園長・学長
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支部長
森 直子

南関東支部
　会員の皆様いかがお過ごしでしょうか。
　南関東支部からはミニ同窓会のご案内をいた
します。
　香和会は来年度創立60周年を迎えます。節目
の年となる前に同級生との繋がりを深めてみて
はいかがでしょうか。
　毎年、聖徳祭では卒業生を対象に「Happy 
Homecoming」を開催しています。親しい仲間

同士で集まりミニ同窓
会をしませんか？懐か
しいキャンパスでの再
会。そして、学生時代
に戻ったつもりで楽し
いひと時をお過ごしく
ださい。
　グループでの参加を
お待ちしております♪

　香和会支部は、北海道から沖縄まで全国に7支部あります。毎年、各支部長が地元
ならではの同窓会『支部交流会』を開催し、卒業生同士の交流を深めております。
　交流会は、どこの支部にも参加できます。懐かしいお友達との再会のきっかけの場
として交流会へご参加いただき聖徳の和を広げませんか！！  お近くにお住まいの方
は、ぜひご参加ください。

受付：11：30～
開会：12：00～
会費：3,000円
＊申込締切 ：8月26日（水）まで

場所：NASPAニューオータニ
　　　新潟県南魚沼郡湯沢町2117-9
　　　＊「越後湯沢」駅からシャトルバス運行
電話：025-780-6111
〈 北関東支部連絡先 〉
090-6006-0382（大木）
〈 北陸・上信越支部連絡先 〉
090-6793-9006（横山）

　会員の皆様、お元気でご活躍のこととお慶び申し
上げます。
　今年度、北陸・上信越支部創立30周年、北関東支
部創立20周年を迎えるにあたり、合同の支部交流
会を開催いたします。
　交流会のメインイベントは、両支部の卒業生二人
による声楽とピアノの素敵なミニコンサートです。
　暗いニュースが多い昨今ですが、東京から一番近
い「雪国」越後湯沢で至極のひと時を皆様とともに
過ごしたいと思います。ミニコンサートのみの参加
も可能です。ご家族、お友達をお誘い合わせて素敵
な演奏を楽しんでいただけましたら幸いです。

支部交流会・Happy Homecomingのご案内

記念交流会のお知らせ
◆◆◆令和8年9月6日（日）

30周年記念

支部長
横山 ちづる

支部長
大木 清子

北陸・上信越支部

当日は川並弘純学園長先生も

ご出席くださいます。

北陸・上信越支部30周年 北関東支部20周年　記念交流会

北関東支部

20周年記念

支部長
稲垣 洋子

甲州・東海支部
　昨年は甲府での交流会でした。久しぶりにお
会いした会員の皆様方と懐かしく心温まる時を
過ごしました。
　来年は支部創立30周年ということで今年はそ
の準備会として役員会を開き、記念すべき来年
のために話し合いをすることとしました。三島市
を拠点に伊豆での観光を予定しています。皆様
是非、来年の30周年の記念の支部交流会にお

出かけください。

越後湯沢駅

上越線

湯沢町役場

第四銀行

シャトルバス発着所
西口

東口

国道17号線

NASPA

案
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■日時：令和8年
　　　　11月21日（土）・22日（日）
■両日10：00～15：30

　今年は、香和会の会長交代という大きな役員改選があり、例年よりも2か月早い5月24日（日）に、総会・交流会を
大学にて開催いたしました。告知は、ホームページと会員の皆様へのメール配信でした。メールについては、昨年の7
月に、はがきによる会報の送付方法のアンケート結果から、データ配信希望の方々に配信いたしました。お陰様で多
数のご出席をいただき、無事に審議事項が承認されましたことをご報告いたします。40年間の長きにわたり、香和会
会長としてご尽力いただきました長江前会長へは、感謝状と記念品を新会長の佐野会長から贈呈いたしました。また、
総会後の交流会は、オープンキャンパスと同時開催で今年は3回目となる「香和会カフェ」に高校生や保護者の方に
も気軽に参加をしていただきました。職業別のスペースでは、卒業生と高校生の交流の場となり盛況でした。卒業後
40年の皆様と今年卒業したばかりの新1年生へは、特別記念品を差し上げました。皆様の満面の笑顔に接し、本学
が大切にしてきた和の精神が卒業生の皆様へと受け継がれていることを実感する、心温まるひとときとなりました。

（聖徳祭1日目） ■受付：13：30 ～（予定）

★詳細は、追ってHP等でご案内します。

■日時：令和8年11月21日（土）（聖徳祭1日目）
【受付】10：30 ～（予定）
歴代学友会長、聖徳祭実行委員長と香和会の
未来について意見交換を行います。

第62回 聖徳祭 第4回

33rd Happy Homecoming 開催予定

支部長
辻本 利枝

北海道・東北支部
　会員の皆様、お元気でご活躍のことと思います。
　昨年は札幌グランドホテルにて支部創立30周年記年の交流
会と懐かしの北海道旅行を開催いたしました。学生時代に戻り

懐かしの地を思い出しながら楽しいひ
と時を過ごしました。今年は、杜の都仙
台で開催いたします。ランチ会の後、仙
台プチ観光をいたします。
　寒い北国も暖かい思い出に。是非ご
参加ください。お待ちしております。

香和会総会・交流会のご報告第59回

土11月21日

卒業生と先生方との交流会を企画！

歴代学友会長・
聖徳祭実行委員長懇談会

日程：令和8年12月5日（土）
受付：11：00～　開会：11：30～
場所：仙台メトロポリタンイースト（予定）
　　  JR「仙台」駅直結
電話：090-3759-1667（辻本）
会費：2,000円
＊申込締切 ：
11月21日（土）まで

【 交流会のご案内 】

支部長
武信 宏美

近畿・中国・四国支部
　会員の皆様いかがお過ごしでしょうか。今年は支部創立30周
年にあたる節目となります。今まで培われてきた大切なものは残
しつつ、新しい時代の風と共に聖徳らしさをもって進めて参りた

いと思います。在学中に育んだ「和の精
神」と女性の持つ「おもてなし」の心で、
皆様と共にさらなる一歩を踏み出せる
ことを心より嬉しく思っております。今
回は奈良にて開催。近くには奈良公園
や東大寺もあり散策していただけます。

日程：令和8年12月12日（土）
受付：11：50～　開会：12：00～
場所：春日ホテル「和風れすとらん春日」
　　 奈良県奈良市登大路町40
　　 （「近鉄奈良」駅より徒歩2分）
電話：0742-22-4031
会費：5,000円
＊申込締切 ：
11月28日（土）まで

【 交流会のご案内 】

支部長
比嘉 真弓

九州・沖縄支部
　沖縄から「はいたい！」会員の皆様お元気でご活躍のことと存
じます。昨年度は、那覇の会場で交流会を開催し、交流会前に
は復興が進む首里城ミニツアーを行いました。

　さて、今年度の会場は国際通りのホ
テルにてランチ会を開催し、交流会終
了後に「お散歩ツアー」として完成直前
の首里城や壺屋やちむん通りの散策、
またご都合のつく方は、夜の沖縄散歩
（！？）も計画しております。ぜひ、会員皆
様のご参加をお待ちしております。

日程：令和8年10月31日（土）
受付：11：50～　開会：12：00～
場所：ホテルJALシティ那覇 1階
　　  「レストランボナペティ」
　　  那覇市牧志1-3-70
電話：098-866-2971
会費：3,000円
お散歩ツアー：自由参加
（参加希望者は後日詳細配信）
＊申込締切 ：
10月10日（土）まで

【 交流会のご案内 】

GOTO-CHI
奈良店

ローソン近鉄
奈良駅前店

近鉄奈良駅

春日ホテル
和風れすとらん春日

美栄
橋駅ゆい

レー
ル

ドン・キホーテ国際通り店

国際通
り

沖映大通り

緑が丘公園 スターバックス
コーヒー

ホテルJALシティ
那覇

ヨドバシ
カメラ

Bivi仙台
東口

仙台
メトロポリタン
イースト

JR
仙
台
駅

参加ご希望の方は恐れ入りますが8月31日（月）までにHPまたは香和会事務室宛にお申し込みください。
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※学部・学科の最新情報は聖徳大学・聖徳大学短期大学部HPをご覧ください。
https://ouen.seitoku.ac.jp/#department

文学部 文学科
2025年3月に文学部　日本語・日本文学コースを卒業しました
室原望美さんは、福島県教育委員会の中学校「国語」教員とし
て着任されました。室原さんは3年生で聖徳祭の実行委員長、
4年生で学友会の副会長として多忙な学生時代を過ごしまし
た。その多忙の中で3年生の時に千葉県教員採用試験で3年生
選考試験に合格、4年生では千葉県と地元の福島県の教員採
用試験にダブル合格し、地元の福島県教育委員会の「国語」教
員として活躍中です。室原さんの担任するクラスでは将来のス
ポーツ界で日本代表を期待される生徒など、教員としての室原
さんの今後の活躍がとても楽しみです。（文学部長：山田和利）

人間栄養学部 人間栄養学科
2019年に人間栄養学科を卒業した松本美紗希さんは、管理
栄養士として老人保健施設に就職し、日々ご利用者の生活と
向き合いながら経験を積んでこられました。勤務の中で、自宅
に戻ることが難しいご利用者が多い現状を目の当たりにし、
「より長く、より深く関われる場で支えたい」という思いが芽
生え、2年後には特別養護老人ホームへと転職されました。
現在は、栄養ケアマネジメントや計画書の作成、食形態の管理、
多職種との連携など、施設における栄養専門職として欠かせ

ない業務を担いながら、やりがいをもって意欲的に取り組んでいます。また、病気に
なる前の段階で支える“予防の視点”にも関心を広げており、今後さらに成長し活躍
が期待される管理栄養士です。（人間栄養学部長：佐々木弘子）

看護学部 看護学科
2023年3月に看護学科を卒業した荒谷紗友梨さん、吉田安里
さんは、病院勤務を経て、2026年4月に本学に助手として就
職しました。2人とも2026年4月に大学院看護学研究科修士
課程に進学し、勤務と学業を両立させています。卒業生が本
学看護学科に就職するのは初めてのことです。学生と年齢の
近い看護師の先輩として、看護学を学ぶ大学院生として、学生
のロールモデルとなるべく、頑張っています。何事にも誠実に、
意欲を持って取り組む姿勢は、皆からの信頼を得ています。大

学院での学びを、日々の教育実践で活かし、さらなる活躍を期待しています。
（看護学科長：小倉邦子）

音楽学部 音楽学科
青木さんは、2024年3月に音楽学部音楽学科音楽教育メ
ジャーを卒業しました。音楽教員になる夢を実現するために音
楽学部に入学された青木さんは、総合大学ならではの幅広い
学びと共に、フルートの専門性を極めました。その結果、念願
の高校教員（しかもご自身の出身校！）となり、在学中に培っ
たスキルを授業や吹奏楽部指導などに大いに生かしています。
着任早々、野球部が夏の甲子園に出場することになり、応援の
ために吹奏楽部を率いてバスで遠征するという、なかなかドラ

マチックなスタートであったそうです。「音楽を楽しむ」をモットーにした生徒指導は、
生徒たちから喜ばれ慕われる存在となっており、今後のさらなる活躍が期待されま
す。（音楽学科：髙松晃子）

短期大学 保育科
2026年3月に卒業した本多栄佳さんは、4月から浦安市の公
立幼稚園に3歳児クラスの担任として勤務しています。子ども
たちから「先生、先生！」と声をかけられる毎日だそうです。
子ども一人ひとりに合った対応や援助を考えるのが大変ながら
も楽しいと語っていました。学生時代は「まつどソング研究グ
ループ」のメンバーとして活躍しており、「梨の手遊び」を考案
し、幼稚園や保育園に出向いたり、地域のイベントに参加した
りして披露してきた経験が、現在の保育にも活かされていると

のことです。今後も子ども一人ひとりに寄り添う幼稚園教諭としての活躍が楽しみで
す。（保育科長：小畑秀樹）

短期大学 総合文化学科
2022年3月に総合文化学科図書館司書・ITコースを卒業した
武居千暖さんは、現在、株式会社図書館流通センターに所属
し、地元の公共図書館で働いています。在学中はコロナ禍の
真っ只中で授業も全てオンラインという状況からのスタートで
したが、クラスの正委員を務め、図書館に関する知識も積極的
に吸収していました。入社後、ティーンズ向けやシニア向け、視
聴覚資料のコーナー作りなどを担当したようです。これらの業
務では在学中に学んだOffice製品のスキルや地域貢献活動で

のコーナー作りの経験が直接役に立ったそうです。また、図書館利用者の喜びの声
が仕事のやりがいに繋がっているとのことです。武居さんの益々の活躍を期待して
います。（総合文化学科長：野口康人）

2025年3月に児童学科保育士養成コースを卒業した湯浅彩美
さんは、現在、社会福祉法人佑啓会ふる里学舎千葉青年寮で、
障害児の支援に携わっています。保育士資格取得のための施
設実習がきっかけで、大学入学前には想像もしていなかった障
害者支援の道を選択することになりました。今年4月からは、
障害児入所施設で、たくさんの子どもたちの「お母さん代わり」
を務めながら、生活の中で子ども一人ひとりの成長の支援をし
ています。できないことができるようになった、そんな子ども

の成長を見届けられることが、何よりも仕事のやりがいとなっていると話してくれま
した。さまざまな経験の場を提供してくれる職場環境もあって、見違えるほど成長し
た湯浅さん。今後の活躍にも期待しています。（児童学科：上田智子）

阿部ほのかさんは2026年3月に心理学科を卒業し、グランド
ニッコー東京ベイ舞浜に就職、夢を叶えました。現在は、宿泊
予約課に在籍。予約の管理やお客様の様々な要望を聞き、そ
れに応じて準備を手配するという、ミスが許されない仕事。宿
泊者のホテルに対する印象を左右する重要な役割ですが、上
司や同僚とのチームワークの中で笑顔と挨拶を絶やさずに
日々成長を感じながら楽しく働いています。オフはプライベー
トも充実。在学中から継続している地域の吹奏楽団での演奏

活動や友人との旅行などパワフルに毎日を過ごしています。阿部さんの益々の活躍
を期待しています。（心理学科：小澤　真）

心理・福祉学部 社会福祉学科
2023年3月に社会福祉学科介護福祉コースを卒業した渡邊菜
月さんは、現在、東京都足立区の介護老人福祉施設で介護職
員として勤務しています。在学中はシャイではありましたが、
さりげないやさしさと気配りのできる、介護の資質が光る学生
でした。学生時代を振り返りながら、「大学で学んだ介護技術
は基礎でしたが、それが現在、ケアを行ううえでその人に合っ
た援助を見つける礎になっています。と
てもやりがいを感じます」と話してくれま
した。そこからは、入所している高齢者の

皆さんの笑顔を引き出しながら共にいる喜びを感じいているこ
とがとても伝わってきました。超高齢社会を迎える中で、新しい
価値をもった介護福祉職として、さらなる活躍が楽しみです。
（社会福祉学科：池田静香）

教育学部 児童学科

心理・福祉学部 心理学科

2026年3月に教育学科特別支援教育コースを卒業した太田歩
沙さんは、現在、埼玉県立越谷西特別支援学校に勤務し、小
学部2年生の担任を務めています。教員採用試験に現役合格
した彼女は、日々子どもたち一人ひとりの実態や特性に応じた
授業づくりや支援に取り組んでいます。初任者として慣れない
ことも多い中、特技のピアノを活かしながら、学校現場で力を
発揮しています。何より、子どもたちの笑顔や成長を間近で感
じられることに大きなやりがいを見いだしているそうです。子

どもたちとともに学び、成長しながら、特別支援教育の専門性をさらに高めるために
日々研鑽を重ねています。太田さんの益々の活躍を期待しています。
（教育学科：田中真紀子）

室原 望美さん
「国語」教員として活躍中！

教育学部 教育学科

学部・学科同窓会からのご報告
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※学部・学科の最新情報は聖徳大学・聖徳大学短期大学部HPをご覧ください。
https://ouen.seitoku.ac.jp/#department
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室原望美さんは、福島県教育委員会の中学校「国語」教員とし
て着任されました。室原さんは3年生で聖徳祭の実行委員長、
4年生で学友会の副会長として多忙な学生時代を過ごしまし
た。その多忙の中で3年生の時に千葉県教員採用試験で3年生
選考試験に合格、4年生では千葉県と地元の福島県の教員採
用試験にダブル合格し、地元の福島県教育委員会の「国語」教
員として活躍中です。室原さんの担任するクラスでは将来のス
ポーツ界で日本代表を期待される生徒など、教員としての室原
さんの今後の活躍がとても楽しみです。（文学部長：山田和利）

人間栄養学部 人間栄養学科
2019年に人間栄養学科を卒業した松本美紗希さんは、管理
栄養士として老人保健施設に就職し、日々ご利用者の生活と
向き合いながら経験を積んでこられました。勤務の中で、自宅
に戻ることが難しいご利用者が多い現状を目の当たりにし、
「より長く、より深く関われる場で支えたい」という思いが芽
生え、2年後には特別養護老人ホームへと転職されました。
現在は、栄養ケアマネジメントや計画書の作成、食形態の管理、
多職種との連携など、施設における栄養専門職として欠かせ

ない業務を担いながら、やりがいをもって意欲的に取り組んでいます。また、病気に
なる前の段階で支える“予防の視点”にも関心を広げており、今後さらに成長し活躍
が期待される管理栄養士です。（人間栄養学部長：佐々木弘子）

看護学部 看護学科
2023年3月に看護学科を卒業した荒谷紗友梨さん、吉田安里
さんは、病院勤務を経て、2026年4月に本学に助手として就
職しました。2人とも2026年4月に大学院看護学研究科修士
課程に進学し、勤務と学業を両立させています。卒業生が本
学看護学科に就職するのは初めてのことです。学生と年齢の
近い看護師の先輩として、看護学を学ぶ大学院生として、学生
のロールモデルとなるべく、頑張っています。何事にも誠実に、
意欲を持って取り組む姿勢は、皆からの信頼を得ています。大

学院での学びを、日々の教育実践で活かし、さらなる活躍を期待しています。
（看護学科長：小倉邦子）

音楽学部 音楽学科
青木さんは、2024年3月に音楽学部音楽学科音楽教育メ
ジャーを卒業しました。音楽教員になる夢を実現するために音
楽学部に入学された青木さんは、総合大学ならではの幅広い
学びと共に、フルートの専門性を極めました。その結果、念願
の高校教員（しかもご自身の出身校！）となり、在学中に培っ
たスキルを授業や吹奏楽部指導などに大いに生かしています。
着任早々、野球部が夏の甲子園に出場することになり、応援の
ために吹奏楽部を率いてバスで遠征するという、なかなかドラ

マチックなスタートであったそうです。「音楽を楽しむ」をモットーにした生徒指導は、
生徒たちから喜ばれ慕われる存在となっており、今後のさらなる活躍が期待されま
す。（音楽学科：髙松晃子）

短期大学 保育科
2026年3月に卒業した本多栄佳さんは、4月から浦安市の公
立幼稚園に3歳児クラスの担任として勤務しています。子ども
たちから「先生、先生！」と声をかけられる毎日だそうです。
子ども一人ひとりに合った対応や援助を考えるのが大変ながら
も楽しいと語っていました。学生時代は「まつどソング研究グ
ループ」のメンバーとして活躍しており、「梨の手遊び」を考案
し、幼稚園や保育園に出向いたり、地域のイベントに参加した
りして披露してきた経験が、現在の保育にも活かされていると

のことです。今後も子ども一人ひとりに寄り添う幼稚園教諭としての活躍が楽しみで
す。（保育科長：小畑秀樹）

短期大学 総合文化学科
2022年3月に総合文化学科図書館司書・ITコースを卒業した
武居千暖さんは、現在、株式会社図書館流通センターに所属
し、地元の公共図書館で働いています。在学中はコロナ禍の
真っ只中で授業も全てオンラインという状況からのスタートで
したが、クラスの正委員を務め、図書館に関する知識も積極的
に吸収していました。入社後、ティーンズ向けやシニア向け、視
聴覚資料のコーナー作りなどを担当したようです。これらの業
務では在学中に学んだOffice製品のスキルや地域貢献活動で

のコーナー作りの経験が直接役に立ったそうです。また、図書館利用者の喜びの声
が仕事のやりがいに繋がっているとのことです。武居さんの益々の活躍を期待して
います。（総合文化学科長：野口康人）

2025年3月に児童学科保育士養成コースを卒業した湯浅彩美
さんは、現在、社会福祉法人佑啓会ふる里学舎千葉青年寮で、
障害児の支援に携わっています。保育士資格取得のための施
設実習がきっかけで、大学入学前には想像もしていなかった障
害者支援の道を選択することになりました。今年4月からは、
障害児入所施設で、たくさんの子どもたちの「お母さん代わり」
を務めながら、生活の中で子ども一人ひとりの成長の支援をし
ています。できないことができるようになった、そんな子ども

の成長を見届けられることが、何よりも仕事のやりがいとなっていると話してくれま
した。さまざまな経験の場を提供してくれる職場環境もあって、見違えるほど成長し
た湯浅さん。今後の活躍にも期待しています。（児童学科：上田智子）

阿部ほのかさんは2026年3月に心理学科を卒業し、グランド
ニッコー東京ベイ舞浜に就職、夢を叶えました。現在は、宿泊
予約課に在籍。予約の管理やお客様の様々な要望を聞き、そ
れに応じて準備を手配するという、ミスが許されない仕事。宿
泊者のホテルに対する印象を左右する重要な役割ですが、上
司や同僚とのチームワークの中で笑顔と挨拶を絶やさずに
日々成長を感じながら楽しく働いています。オフはプライベー
トも充実。在学中から継続している地域の吹奏楽団での演奏

活動や友人との旅行などパワフルに毎日を過ごしています。阿部さんの益々の活躍
を期待しています。（心理学科：小澤　真）

心理・福祉学部 社会福祉学科
2023年3月に社会福祉学科介護福祉コースを卒業した渡邊菜
月さんは、現在、東京都足立区の介護老人福祉施設で介護職
員として勤務しています。在学中はシャイではありましたが、
さりげないやさしさと気配りのできる、介護の資質が光る学生
でした。学生時代を振り返りながら、「大学で学んだ介護技術
は基礎でしたが、それが現在、ケアを行ううえでその人に合っ
た援助を見つける礎になっています。と
てもやりがいを感じます」と話してくれま
した。そこからは、入所している高齢者の

皆さんの笑顔を引き出しながら共にいる喜びを感じいているこ
とがとても伝わってきました。超高齢社会を迎える中で、新しい
価値をもった介護福祉職として、さらなる活躍が楽しみです。
（社会福祉学科：池田静香）

教育学部 児童学科

心理・福祉学部 心理学科

2026年3月に教育学科特別支援教育コースを卒業した太田歩
沙さんは、現在、埼玉県立越谷西特別支援学校に勤務し、小
学部2年生の担任を務めています。教員採用試験に現役合格
した彼女は、日々子どもたち一人ひとりの実態や特性に応じた
授業づくりや支援に取り組んでいます。初任者として慣れない
ことも多い中、特技のピアノを活かしながら、学校現場で力を
発揮しています。何より、子どもたちの笑顔や成長を間近で感
じられることに大きなやりがいを見いだしているそうです。子

どもたちとともに学び、成長しながら、特別支援教育の専門性をさらに高めるために
日々研鑽を重ねています。太田さんの益々の活躍を期待しています。
（教育学科：田中真紀子）

室原 望美さん
「国語」教員として活躍中！

教育学部 教育学科

学部・学科同窓会からのご報告
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■令和8年度役員

募金活動の趣意にご賛同いただけます方は、
寄付のご案内ホームページよりお申込みをお願いいたします。

聖徳大学グループでは、教育研究活動全般の支
援を目的とした募金活動を実施しています。
令和7年度に聖徳教育学術振興募金、香和会50
周年記念奨学基金、短大創立60周年・大学創立
35周年聖徳教育学術振興募金にご協力いただき
ました香和会のみな様のご芳名をご報告いたしま
す。ありがとうございました。� （金額順、50音順）

●8,000,000円
香和会様
●300,000円
長江 曜子様
●270,000円
川並 珠緒様

●50,000円
森田 節子様
●30,000円
鈴木 初枝様
●22,000円
金子 清美様

●20,000円
韓 暁娟	 様
●10,000円
作道 訓子様
●ご芳名のみ報告
小林 真樹子様

●匿名希望
2件

香和会　合計20件
8,739,000円

東京聖徳学園へのご寄付　芳名一覧（令和7年4月～令和8年3月ご寄付分）

剰余金処分案  収入額 23,649,200　支出額 21,942,586　残額 1,706,614…積立金会計へ振替

（単位：円）■支出の部

（単位：円）■収入の部
令和7年度収支決算書

■令和7年度事業報告書
（令和8年5月24日（日） 第59回香和会総会 議事内容）
令和8年度役員／令和7年度事業報告書／令和8年度事業計画

（単位：円）■支出の部

（単位：円）■収入の部
令和8年度収支予算書

■令和8年度事業計画

科目 摘　　　　　要区分科目 令和８年度予算額 令和７年度実績額 差異（予ー予）

入 会 金

終 身 会 費

預 金 利 息

雑 収 入

収 入 合 計

＠10,000円×600名

＠20,000円×700名

決裁性預金のため利息なし

6,000,000

14,000,000

0

0

20,000,000

7,790,000

15,800,000

0

59,200

23,649,200

△1,790,000

△1,800,000

0

△ 59,200

△3,649,200

科目 摘　　　　　要区分 令和８年度予算額 令和７年度実績額 差異（予ー予）科目
基 本 金 積 立

同窓会連合会支援金

定 期 総 会 経 費

会 報 発 行 費

新入生歓迎会費

卒 業 記 念 品 費

聖 徳 祭 費

研 修 費

会 議 費

クラス会補助費

印 刷 費

通 信 ・運 搬 費

渉 外 費

事 務 費

事 務 人 件 費

慶 弔 費

ハッピーウェディング費

コンピューター経費

支 部 総 会 費

在 学 生 支 援 費

学部学科同窓会支援費

記念特別事業支援費

予 備 費

支 出 合 計

入会金相当額

2,000円×700名

定期総会に要する経費

香和会報47号制作費

新入生に対する記念品の購入費

卒業生に対する記念品の購入費

祝金及び聖徳祭（HHC）参加に要する経費

顧問と役員及び代議員との合同研修会等の経費

諸会議等に要する経費

卒業生クラス会開催に要する補助

コピー用紙及び支部総会・会議等の案内状印刷

電話料金・会議等の通信費及び総会・会報等の郵送料

学内・学外の諸行事に対する祝金（謝恩会含）及び経費

事務用品、消耗品の購入費

事務担当者の給与

会員及び教職員に対する慶弔

会員に対する祝電

ウェブサイト更新・保守、パソコン・複合機リース代金に係る経費

支部活動の補助費

在学生の諸行事に対する祝金及び支援経費

大学院・学部・学科同窓会支援金

大学行事参加及び支援

6,000,000

1,400,000

300,000

1,000,000

300,000

1,500,000

250,000

200,000

1,100,000

20,000

120,000

1,000,000

500,000

100,000

3,600,000

30,000

10,000

400,000

1,200,000

200,000

300,000

50,000

420,000

20,000,000

6,000,000

1,678,000

331,050

837,253

291,600

1,366,200

236,065

0

1,072,601

17,538

156,936

4,190,353

654,639

11,584

2,335,314

24,200

5,940

321,560

1,129,150

105,447

180,000

997,156

0

21,942,586

0

△278,000

△31,050

162,747

8,400

133,800

13,935

200,000

27,399

2,462

△36,936

△3,190,353

△154,639

88,416

1,264,686

5,800

4,060

78,440

70,850

94,553

120,000

△947,156

420,000

△1,942,586

令 和７年

令 和８年

名誉会長
顧 問

相 談 役

　
会 長
副 会 長

支 部 長

会 計
書 記
庶 務
監 事

  1．	第59回香和会総会（令和8年5月24日（日））
  2．	役員会及び代議員会開催（春・秋年2回）
  3．	役員会及び代議員合同研修会の開催
  4．	�会報発行及び発送（年1回）令和8年8月中旬 

発行予定
  5．	支部交流会の開催（全国7支部）
  6．	聖徳祭参加（11月21日（土）の予定）

  7．	大学行事参加及び支援
  8．	卒業生会員データ管理
  9．	香和会奨学金事業・聖徳大学支援事業
10．	同窓会連合会への積極的参加及び支援
11．	大学院・学部・学科・短期大学部同窓会支援
12．	在学生支援
13．	同窓会HP、広報活動の充実

摘　　　　　要科目 区分 令和７年度予算額 令和７年度実績額 差異（予ー実）

入 会 金

終 身 会 費

預 金 利 息

雑 収 入

収 入 合 計

10,000円×779名（院21名・学部（含編入）676名・短大82名）

20,000円×790名（院25名・学部665名・短大100名）

クラス名簿、7/21総会・懇親会参加費

7,000,000

16,000,000

0

0

23,000,000

7,790,000

15,800,000

0

59,200

23,649,200

△790,000

200,000

0

△59,200

△649,200

摘　　　　　要

基 本 金 積 立

同窓会連合会支援金

定 期 総 会 経 費

会 報 発 行 費

新入生歓迎会費

卒 業 記 念 品 費

聖 徳 祭 費

研 修 費

会 議 費

クラス会補助費

印 刷 費

通 信 ・ 運 搬 費

渉 外 費

事 務 費

事 務 人 件 費

慶 弔 費

ハッピーウェディング費

コンピューター経費

支 部 総 会 費

在 学 生 支 援 費

学部学科同窓会支援費

記念特別事業支援費

予 備 費

支 出 合 計

科目 区分 令和７年度予算額 令和７年度実績額 差異（予ー実）

入会金より一部基本金積立へ移動

@2,000円×839名（院32名・学部670名・短大137名）卒業生分

定期総会に要する経費

香和会報46号・会報告知ハガキ制作費

新入生に対する記念品の購入費

卒業生に対する記念品の購入費

祝金及び聖徳祭参加に要する経費

顧問と役員及び代議員との合同研修会等の経費

諸会議等に要する経費

卒業生クラス会開催に要する補助

コピー用紙及び支部総会・会議等の案内状印刷

電話料金・会議等の通信費及び総会・会報等の郵送料

学内・学外の諸行事に対する祝金（謝恩会含）及び経費

事務用品、消耗品の購入費

事務担当者の給与

会員及び教職員に対する慶弔費

会員に対する祝電

ウェブサイト更新・保守、複合機リース代金に係る経費

支部活動の補助費

在学生の諸行事に対する祝金及び支援経費

大学院・学部・学科同窓会支援金

大学行事参加支援（大学35周年・短大60周年記念行事）

7,000,000

1,600,000

250,000

1,200,000

300,000

1,200,000

250,000

130,000

900,000

20,000

120,000

5,600,000

100,000

20,000

2,200,000

60,000

10,000

400,000

1,200,000

100,000

300,000

0

40,000

23,000,000

1,000,000

△78,000

△81,050

362,747

8,400

△166,200

13,935

130,000

△172,601

2,462

△36,936

1,409,647

△554,639

8,416

△135,314

35,800

4,060

78,440

70,850

△5,447

120,000

△997,156

40,000

1,057,414

6,000,000

1,678,000

331,050

837,253

291,600

1,366,200

236,065

0

1,072,601

17,538

156,936

4,190,353

654,639

11,584

2,335,314

24,200

5,940

321,560

1,129,150

105,447

180,000

997,156

0

21,942,586

  4月  1日（火）	 入学式
  4月  1日（火）	 新入生歓迎会
  4月26日（土）	 創立記念日式典
  5月  9日（金）	 後援会懇親会
  5月10日（土）	 第1回役員会
  5月14日（水）	 新入生歓迎チャレンジDAY  参加
  5月31日（土）	 九州・沖縄支部交流会　於 沖縄県 那覇市
  6月15日（日）	 会報発行（年1回）発行・発送
  7月  5日（土）	 第1回代議員会
  7月20日（日）	 第2回役員会
  7月21日（月）	 第58回香和会総会・交流会（オープンキャンパス同時開催）
  8月23日（土）～8月25日（月）
	 北海道・東北支部交流会　於 北海道札幌市　創立30周年 懐かしの北海道研修旅行
  8月31日（日）	 甲州・東海支部交流会　於 山梨県 甲府市
  9月20日（土）	 秋期卒業式・秋期入学式
  9月20日（土）	 短大60周年・大学35周年記念行事
10月25日（土）	 北関東支部交流会　於 埼玉県 大宮市
11月  8日（土）	 32rd Happy Homecoming（聖徳祭 開催）
11月  8日（土）	 新代議員懇談会
11月  8日（土）	 第3回役員会
12月13日（土）	 近畿・中国・四国支部交流会　於 大阪府 大阪市
  1月24日（土） 	第4回役員会・第2回代議員会
  1月28日（水）	 文化講演会
  1月31日（土）	 第2回役員選考委員会
  2月13日（金）	 臨時定期総会
  3月  6日（金） 	卒業式
  3月  7日（土） 	卒業式
  3月  8日（日） 	 謝恩会
  3月21日（土）	 第4回役員会（オンライン）
  3月28日（土） 	令和8年度年間計画検討会・第3回代議員会
※南関東支部と北海道・東北支部は短大60周年・大学35周年記念事業に参加協力

【問い合わせ先】学校法人東京聖徳学園　募金課　電話047-365-1111（代表）

川並 弘純（理事長・学園長・学長）
川並 知子（名誉学園長）
川並 芳純（常務理事・光英VERITAS中高校長）	増井 三夫（副学長）
野原 八千代（学長補佐（学生担当）・学生部長）	水戸 美津子（学長補佐（女性活躍担当）・

看護学研究科長・看護学部長）
山田 千香子（学長補佐（内部質保証担当）・社会福祉学科長）	腰川 一惠（学長補佐（教員養成担当）・教職研究科長）
小野瀬 雅人（児童学研究科長）	 山口 一豊（臨床心理学研究科長・心理・福祉学部長）
黒須 利夫（言語文化研究科長）	 齋藤 昌義（人間栄養学研究科長）
髙松 晃子（音楽文化研究科長）	 黒澤 寿美（教育学部長・児童学科長）
山田 和利（文学部長）	 佐々木 弘子（人間栄養学部長）
八木 正一（音楽学部長）	 坂本 紀子（教育学部教育学科長）
佐伯 素子（心理・福祉学部心理学科長）	小倉 邦子（看護学部看護学科長）
島崎 智子（音楽学部音楽学科長）	 小畑 秀樹（保育科（第一部・第二部）長）
野口 康人（総合文化学科長）
川並 孝純（学園事務局長）	 辻 正行（大学事務局長）
飯塚 幸子（2回生 家政）	 古谷 ちい子（3回生 家政）
川崎 眞佐代（4回生 保育）	 執行 恵子（13回生 音楽）
長江 曜子（9回生 文学）
佐野 裕子（M16回生・D10回生 児童学研究）
広瀬 晴美（7回生 保育）	 作道 訓子（M17回生 教職研究）
池田 静香（M6回生 児童学研究）
辻本 利枝（15回生 文学）	 （北海道・東北支部）
横山 ちづる（9回生 文学）	 （北陸・上信越支部）
大木 清子（10回生 家政）	 （北関東支部）
森 直子（29回生 生活文化）	 （南関東支部）
稲垣 洋子（3回生 保育）	 （甲州・東海支部）
武信 宏美（26回生 保育）	 （近畿・中国・四国支部）
比嘉 真弓（17回生 初等）	 （九州・沖縄支部）
渡邉 敬子（26回生 初等）	 沼﨑 千絵子（学部10回生 児童）
大久保 寛子（学部11回生 児童）	 有川 かおり（学部16回生 児童）
上條美貴（23回生 保育科）	 久保田 直子（26回生 初等）
鈴木 初枝（9回生 文学）	 山口 恵理子（学部4回生 児童）

［寄付のご案内ホームページ］

敬称略

聖徳　寄付 検索
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心よりご冥福をお祈り申し上げます。
【ご逝去された先生方】（日付順）

享年所属学科・職名氏名

【退職された先生方】
氏名 所属学科 職名

氏名 所属学科 職名

氏名 所属学科 職名

学生時代にお世話になった先生方の近況（敬称略）

大
　
　学

短
期
大
学

大
学
院

河合  優子
河村  　久
末永 奈穂子
百瀬  定雄

教職研究科
教職研究科
教職研究科
教職研究科

教授
教授
教授
教授

長江  曜子
東原  文子
宮川  三平
井上  文子
北村  世都
佐藤  可奈
進藤  浩子
北村  弘明
森　  直子
内田  美保
小口 多美子
北島  裕子
高橋  大海
郡司  正樹
池内  正幸
大勝  浩司

教育学部児童学科
教育学部児童学科
教育学部児童学科
教育学部児童学科

心理・福祉学部心理学科
心理福祉学部社会福祉学科
心理福祉学部社会福祉学科

文学部文学科
人間栄養学部人間栄養学科
看護学部看護学科
看護学部看護学科
看護学部看護学科
音楽学部音楽学科
音楽学部音楽学科
語学教育センター

アドミッションリサーチオフィス

教授
教授
教授
専任講師
教授
准教授
専任講師
教授
准教授
教授
教授
准教授
教授
准教授
教授
教授

鈴木  由美
武藤  純一
鹿島  房子

保育科
保育科
保育科

教授
教授
准教授

佐藤 七枝
命日/令和7年6月27日
総合文化学科・准教授

（享年72歳）

重嶋 　博

命日/令和7年8月11日

名誉教授
音楽総合学科長・教授

（享年86歳）

直野 　資
命日/令和7年9月15日
音楽文化学科・教授

（享年80歳）

佐藤 可奈
命日/令和7年10月25日
社会福祉学科・准教授

（享年47歳）

逸見 久美
命日/令和7年11月4日
日本文化学科・教授

（享年99歳）

由井 真人
命日/令和7年

総合文化学科・教授
（享年75歳）

海野 正治（濤山）
命日/令和7年11月9日
日本文化学科・教授

（享年81歳）

末永 奈穂子
命日/令和7年6月10日
教職研究科・教授

（享年63歳）

平岡 　忠 名誉教授、SOA校長
児童学科・教授

（享年99歳）命日/令和7年3月10日

●教育支援課より　卒業後の証明書の申し込み方法について ●聖徳大学川並弘昭記念図書館のご案内
●入学センターより　香和会特待制度　大学院進学について等 
●キャリア支援課より　学生の就職支援のご協力のお願い等
●セミナーハウスのご案内

卒業生の皆さまの暮らしと
キャリアをサポートします

聖徳大学・聖徳大学短期大学部を卒業された皆さま
のライフステージに寄り添い、安心で快適な毎日を
バックアップいたします。

◆キャリア支援（再就職・転職）
　・お一人おひとりに寄り添った丁寧な就職相談
　・ご希望に合わせた最適な求人情報のご紹介

◆保険のご案内（卒業生限定割引）
　・社会人のための傷害総合保険「あんしんパスポート」
　・卒業生限定の「団体割引価格」でご案内

◆パソコン特別販売
　・ビジネスや日々の生活に役立つ高性能PC
　・卒業生だけの「特別価格」で販売中

学校法人東京聖徳学園100％出資会社
有限会社セイワコーポレーション
URL：http：//www.seiwaco.co.jp/

【お問い合わせ】問い合わせ先

HPでは、各申込書のダウンロードや、 会報のバックナンバーなどを
掲載しております。右下のQRコードからチェック

■ 香和会事務室：【月～金曜日】10：00～ 16：00
■ メールアドレス：kouwakai@wa.seitoku.ac.jp
■ TEL/FAX（直通）：047ｰ366ｰ5084（FAXは24時間受付）
■ 香 和 会 H P：https://www.seitoku-kouwakai.com

大学からみなさまへ役立つ情報をお届けします。
ホームページに掲載しています ⇒

香和会 創立60周年記念交流会 開催予定

懐かしい仲間たちと
　クラス会をしませんか！？

来年香和会は創立60周年を迎えます！

香和会では、以下の様なサービスを
行っています。ぜひご利用ください！

●会員名簿の管理（住所・氏名などの変更）　●クラス会開催の補助
●Happy Wedding（祝電のサービス・会報にお写真を掲載できます。）
●各行事のご出欠　など

INFORMATION

その他
アフターフォローの聖徳です！！

聖徳大学 香和会の
サービスについて

新卒・学部・院生の卒業生もぜひご参加ください。

総会・交流会へのお申し込みは香和会HP・メール・FAX・
お電話からでも受け付けております。

香和会HP▶

内容

8月30日（日）まで！
お申込みはコチラ▶

令和9年1月31日
詳細はHPで
お知らせします！

各学部学科で同窓会をしています！
ようこそ先輩！

教職

開催しました！
6月13日（土）に

6月13日（土）、教職版「よう
こそ先輩」が開催されまし
た。38名の卒業生が教育現
場の実際を語り、在学生に
教職への思いを伝えました。

幼保

開催しました！
6月28日（日）に

32名の卒業生の方をお迎
えし、グループトークで、就職
先決定のポイントや在学時
の就職活動や現在の仕事の
様子をお話いただきました。

社会福祉学科

産婦人科医
八田真理子先生に聞く！
女性のからだとの
つきあい方

9月6日（日）
14：00～16：30
場所：聖徳大学1号館B1F

1054教室

講師

ジュノ・ヴェスタクリニック八田 院長
千葉県立松戸国際高等学校 学校医
松戸市立栗ヶ沢中学校 学校医

八田真理子先生

令和8年度 卒業研修会

※詳しくはHPでご確認ください。

開催
します！

特設サイトはこちらから▶


